
期 日 事業名 対象・募集定員

2月17日（土）
～２月25（日）
(土・日・祝のみ開催)

施設開放ウィーク
どなたでも
※ ２月25日（日）はなんさつ春
フェスタを開催

2月25日（日） なんさつ春フェスタ どなたでも

南薩少年自然の家通信
令和６年1月発行 第45号

所長 中原 明美

明けましておめでとうございます。本年も当所の御利用をよろしくお願いいたしま
す。
新年早々，大地震や事故が発生しております。この度の震災や事故により犠牲に
なった方々や被災された皆様，その御家族の皆様に対して心よりお悔やみとお見舞
いを申し上げますとともに，皆様の安全と被災地の一日も早い復興をお祈り申し上
げます。
さて，当所は平成元年5月に開所式が行われてから，３５年経ちました。その際，
落成記念として，クスノキ，オガタマノキ及びゲッケイジュが植樹されました。所報創
刊号には，「たくさんの人々が，その多感な時期に，たとえ一時期ではあってもここに
生活したという深い感慨を自らの人生に刻み，雄飛していく場であれ」「他に類をみ
ないほど美しい当地の自然」「自然との大らかな交流の中で，いかにものびのびと
陽気に，そしてひたむきにここでの生活を展開」「樹木も成長していよいよ美しく，人
さらに美しかれと心から願う」等記載されています。この35年間で，多くの方々に当
所を御利用いただき感謝申し上げます。この間，樹木も大きく成長したため，吹上浜
海浜公園管理事務所の皆様の御協力をいただき，剪定や伐採を計画的に行ってい
るところです。今後も利用者の皆様の安心安全を第一に環境整備の充実を図って
まいります。
２月の主催事業「施設開放ウィーク」や「なんさつ春フェスタ」では，多くの方々に
御来場いただき，開所から変わらず地域の自然環境と調和し，訪れる人に夢や希
望を抱かせる海浜型の少年自然の家として，十干十二支の「甲辰（きのえたつ）」
のように形を整え，ぐんぐん成長していく一年となるよう取り組んでまいります。

〈問い合わせ先〉 県立南薩少年自然の家
〒899-3404 南さつま市金峰町高橋3252

（電話）0993-77-2500 （FAX）0993-77-1929
（ホームページ）http://www.pref.kagoshima.jp/kikan/nansatsu/

「ペガちゃん」
（南薩少年自然の家マスコット）

12月16日（土）に鹿南少わくわくホリデー３「お正月
飾りを作ろう」を開催しました。9家族27人が参加しまし
た。家族で協力しながらわらを編み，縁起物の由来や意
味を考えながら紙垂（しで）や，水引，扇などを飾り付け
ました。
参加者からは，「飾りの意味なども知ることができて，楽
しく参加できました。」「子どもが飾りつけを頑張ってくれ
たことで，よいしめ飾りができました。」という声が聞かれ
ました。

星座早見缶を製作しました！

家族の絆もまんまるに♪

※ 詳細につきましては，南薩少年自然の家ホームページ等でご確認ください。
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南薩少年自然の家開所３５年目 ～「甲辰」の取組～

すてきなお正月飾りができました！

南九州市にココロオドル自然体験を届けました！

12月9日（土）の夜に「なんさつの星空観望会
冬」を開催しました。11グループ36人が参加しま
した。当日はあいにくの曇り空で，土星や木星の観
望は行えませんでしたが，星座やふたご座流星群
に関するスライドを見たあと，星座早見缶を製作し
ました。
参加者からは，「子どもたちが星座に興味をもち，

早速製作した早見缶を使用していました。家でも
星空を楽しみたいです。」「とても分かりやすく，詳
しく教えていただいて，もっと星座のことが好きにな
りました。」という声が聞かれました。

なんさつの

鹿南少わくわくホリデー２

12月16日(土)に鹿南少わくわくホリデー2「クリスマス
リースを作ろう」を開催しました。10家族30人が参加しま
した。あいにくの雨で，自然の家周辺の自然散策はできま
せんでしたが，事前に収集しておいた自然素材を使ってク
リスマスリースを作りました。
参加者からは，「どれをつけようか，どんなリースにしよう
かと考えるのが楽しかった。」，「子どもが『楽しかった』と
言ったのが一番だった。」という声が聞かれました。

鹿南少わくわくホリデー３

１月14日(日)に南九州市のひまわり館と川辺小学校
で，「まるごと自然の家in南九州」を開催しました。今回
は，当所の創作・体験活動に加え，県立川辺高等学校
サイエンス部，南九州市青年団，南九州市ジュニア・
リーダークラブ及び南九州市スポーツ推進員の方々な
ど，たくさんのブース協力もあり，盛りだくさんの会場とな
りました。


